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１ 加須市男女共同参画プランの実施状況報告について
　第2次加須市男女共同参画基本計画「加須市男女共同参画プラン」（令和4年度～みんな

令和１２年度）は、「男女が認め合い誰もが活躍できる住みよいまち」を基本理念とし、男女が互いに人権を尊重しつつ、性別に関わりなく個性と能力を十分に発揮でき、家庭・地域・職場・学校など社会のあらゆる分野において対等に参画し、共に責任を担う男女共同参画社会の実現を目指すものです。
　本計画を総合的・計画的に推進するためには、計画の実施状況について、定期的に調査・把握し、その達成状況をチェックしていく必要があります。そのため、計画策定時等に設定した指標に対する目標値などをもとに、各年度においてその実施状況を把握、点検し、着実な推進を目指しています。

　この報告は、加須市男女共同参画推進条例（第18条）の規定に基づき、毎年度、男女共同参画の推進に関する施策の目標に係る実施状況等について評価を行い、公表するものです。

２ 令和７年度男女共同参画プランの施策の進捗状況について
令和７年度は、加須市男女共同参画プランの策定から４年目になり、昨年度同様女性にかかわる人権や就業、家事、育児、介護等直面する課題を踏まえ、基本目標を「社会全体」「家庭」「地域」「働く場」「教育の場」の5つの場面として具体的な施策を展開し、7５取組９８指標にそれぞれの目標値を設定し、事業の推進を図ってまいりました。
目標を達成した取組は４５取組で全体の６０．０％、概ね目標を達成した取組を含めると５８取組で７７．３％の達成率となりました。
今後も令和4年1月に策定した、第2次加須市男女共同参画基本計画「加須市男女共同参画プラン」の推進に向け、定期的に進捗状況を公表するとともに、より一層適正な計画の進行管理に努め、さらなる事業の推進を図ってまいります。
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	３ 令和７年度男女共同参画プラン評価一覧表


　





	



※次頁（３ページ以降）の進行管理調査の表中では、１つの取組で１つの課又は複数の課が複数の異なる成果・目標指標により各取組内容を実施し、それぞれの指標ごとに評価を記載しているが、上記評価一覧表においては、複数の評価の中で最も遅れている評価を、当該取組の評価としている。
　また、各取組に対する評価は、新型コロナウイルス感染症対策による影響はそのまま評価している。






       	　令和７年度　取組達成度評価基準
　 １　・・・・・目標を達成（令和７年度の実績値が目標値の１００％以上に達し、当該年度の目標を達成した）
　 ２　・・・・・概ね達成（令和７年度の実績値が目標値の８０％以上に達した）
　 ３　・・・・・やや遅れている（令和７年度の実績値が目標値の８０％未満となった）
　 ４　・・・・・大幅に遅れている（令和７年度の実績値が目標値の５０％未満となった）
　※指標の設定がない場合（取組の実施状況を判断基準として評価する場合）の達成度評価においては、
　「２　概ね達成」以下の評価基準とする。


　令和７年度　成果判断基準
A　非常に成果があった・・・達成度評価が全て「目標を達成」
B　相当程度成果があった・・達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」
C　成果があった・・・・・・達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組の割合が８０％未満
D　成果がなかった・・・・・達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組の割合が５０％未満
　令和７年度　基本目標評価基準
1 計画通り達成できた・・・基本目標取組全ての達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」
2 概ね達成できた・・・・・取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数の割合が８０％以上
3 やや達成できなかった・・取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数の割合が８０％未満
4 達成できなかった・・・・取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数の割合が５０％未満
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Microsoft_Excel_Worksheet.xlsx
Ⅰ

		○基本目標Ⅰ　社会全体における男女共同参画の推進 キホン モクヒョウ シャカイ ゼンタイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン



		Ｎｏ．		1		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		社会制度や慣行の見直しに関する講座等の実施

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　公募による男女共同参画市民企画委員との協働により、セミナーや講演会等を実施し、社会制度や慣行の見直しに努めます。 ツト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		【男女共同参画週間記念講演会】平成28年7月8日(金)市民プラザかぞ多目的ホール
　　　　　　　「男性が子育てを楽しむ秘訣」
【セミナー①】平成28年7月23日（土）市民プラザかぞ調理室「親子料理教室」
【セミナー②】平成28年10月22日（土）市民プラザかぞ女性・男性センター活動室「創作落語」
【セミナー③】平成28年12月3日（土）市民プラザかぞ視聴覚室「クリスマスコンサート」 キン シミン タモクテキ ダンセイ コソダ タノ ヒケツ ド リョウリ キョウシツ ド ジョセイ ダンセイ カツドウ シツ ソウサク ラクゴ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女共同参画に関するセミナーの実施						3回 カイ		3回 カイ		3回 カイ		1



		Ｎｏ．		2		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		情報紙・広報紙等による啓発活動の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女共同参画情報紙や市の広報紙、ホームページにより、男女共同参画社会の形成に向けた啓発に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画セミナー等で周知を図った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		加須市男女共同参画推進条例の普及・啓発回数						3回 カイ		3回 カイ		3回 カイ		1



		Ｎｏ．		3		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		男女共同参画に関する意識・実態調査の実施

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女共同参画に関する意識と実態を調査し、男女共同参画社会の形成に向けた施策や事業に反映させます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画週間記念講演会、男女共同参画セミナー及びみんなでフォーラムinかぞの参加者に男女共同参画についてのアンケートを実施した。 オヨ ジッシ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女の地位が平等と感じている市民の割合						37%		32%		40%		2









		Ｎｏ．		4		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		固定的性別役割分担意識の是正に関する講座等の実施

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　公募による男女共同参画市民企画委員との協働により、セミナーや講演会等を実施し、性別による固定的な役割分担意識の是正に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		【男女共同参画週間記念講演会】平成28年7月8日(金)
　「男性が子育てを楽しむ秘訣」
【みんなでフォーラムinかぞ】平成29年2月5日（日）
　「ビューティフルライフを取り戻す心理学～ストレスフルな心を変えるコミュニケーション～」 キン ダンセイ コソダ タノ ヒケツ ヘイセイ ネン ツキ ヒ ヒ ト モド シンリガク ココロ カ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女共同参画に関する講演会の実施 ダンジョ キョウドウ サンカク カン コウエンカイ ジッシ						2回 カイ		2回 カイ		2回 カイ		1



		Ｎｏ．		5		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		情報紙・広報紙等による啓発活動の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女共同参画情報紙や市の広報紙・ホームページにより、「男は仕事、女は家庭」といった固定的な役割分担意識の是正に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　加須市男女共同参画市民企画委員が企画・編集・発行している情報紙。男女共同参画に関することや、セミナーやフォーラムの内容を掲載し、平成28年9月1日および平成29年4月1日に発行し全戸配布。 ヘイセイ ネン ツキ ニチ ヘイセイ ネン ツキ ニチ ハッコウ ゼンコ ハイフ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女共同参画情報紙「ぱれっと」の年間発行回数						2回
全戸配布 カイ ゼンコ ハイフ		2回
全戸配布 カイ ゼンコ ハイフ		2回
全戸配布 カイ ゼンコ ハイフ		1



		Ｎｏ．		6		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		市職員に対する男女共同参画意識の醸成

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　市職員に対して男女共同参画意識の醸成や、ハラスメントの防止等に努めます。 シ ショクイン タイ ジョウセイ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画に関する講演会（男女共同参画研修）の実施（7月8日）

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市職員への男女共同参画に関する研修の実施回数 シショクイン カン ケンシュウ ジッシ カイスウ						1回		1回		1回		1









		Ｎｏ．		7		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		人権尊重意識の啓発

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　性別を理由に差別することは、人権問題であるとの視点に立ち、一人ひとりが個々の人権を尊重するようあらゆる機会を通して意識の啓発に努めます。 セイベツ リユウ サベツ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・人権問題指導者講演会の開催
・人権問題地域別研修会の開催
・人権問題講演会の開催
・高齢者学級、推進講座の開催
・第14回北埼玉地区人権フェスティバルの開催 ジンケン モンダイ チイキ ベツ ケンシュウカイ カイサイ コウレイシャ ガッキュウ スイシン コウザ カイサイ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		人権啓発研修会等への参加者数						2,300人 ニン		1,716人 ニン		2,300人		2



		Ｎｏ．		8		担当課 タントウカ		総務課 ソウム カ				取組名 トリクミ メイ		多文化共生社会の構築

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　国籍等による差別のない誰もが安心して暮らせる社会づくりを推進するとともに、相互理解のための国際交流や協力を推進します。 スイシン

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　多言語による情報提供の推進と多文化共生社会の意識醸成。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		多言語による情報提供資料数の延べ数 タ ゲンゴ ジョウホウ テイキョウ シリョウ スウ ノ スウ						54件 ケン		52件 ケン		59件 ケン		2



		Ｎｏ．		9		担当課 タントウカ		シティプロモーション課 カ				取組名 トリクミ メイ		市広報紙等における表現の留意

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　広報紙等を発行する際、性別による役割分担意識に捉われることがないよう、男女共同参画の視点に立った表現に留意します。 トウ トラ ダンジョ キョウドウ サンカク シテン タ ヒョウゲン リュウイ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　市広報紙を発行する際、性別による役割分担意識にとらわれる事のないよう点検を実施した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		広報紙発行毎の点検						点検実施 テンケン ジッシ		点検実施 テンケン ジッシ		点検実施		1















		Ｎｏ．		10		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		情報活用能力（メディア・リテラシー）の向上

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　性別役割分担意識や性別による差別、さらに暴力を助長するような表現の排除について市民へ呼びかけるとともに、情報活用能力（メディア・リテラシー）向上のための学習機会を提供します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画情報紙「ぱれっと」により啓発した。 ダンジョ キョウドウ サンカク

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		情報活用能力向上の推進						推進 スイシン		推進 スイシン		推進		1



		Ｎｏ．		11		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		暴力の根絶に向けた意識づくり

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　ＤＶに対する正しい認識を深めるとともに、男女間における暴力は許されないものであるという意識を醸成するための啓発活動を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　広報紙や出前講座でのＤＶ相談の周知及びチラシの配布。 コウホウシ デマエ コウザ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		広報紙等を利用したＤＶに関する啓発回数						22回 カイ		22回 カイ		24回 カイ		1



		Ｎｏ．		12		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		女性専門相談窓口の体制 ジョセイ センモン ソウダン マドグチ タイセイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　さまざまな悩みや問題を抱える女性のために、女性専門相談窓口を運営し、DV被害の潜在化の防止を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		【女性ホットライン】（電話相談）
毎週月曜日　9時～16時まで　女性の全般的な悩み相談窓口
【女性のための相談室】（面接相談）
毎週木曜日　13時～16時※予約制 女性の全般的な悩み相談窓口

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性のための電話相談 ジョセイ デンワ ソウダン						入電の100%受付 ニュウデン ウケツケ		入電の100%受付 ニュウデン ウケツケ		入電の100%受付 ニュウデン ウケツケ		1

		女性のための面接相談 ジョセイ メンセツ ソウダン						相談者の100%受付 ソウダンシャ ウケツケ		相談者の100%受付 ソウダンシャ ウケツケ		相談者の100%受付 ソウダンシャ ウケツケ		1













		Ｎｏ．		13		担当課 タントウカ		市民相談室 シミン ソウダンシツ				取組名 トリクミ メイ		市民相談等の体制 タイセイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　家庭や日常生活上のさまざまな悩みや問題等を抱える市民のために、無料相談窓口を開設し、適切な助言を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		日常生活を送る中での心配ごとやトラブル等、その問題解決を図るため、無料相談窓口を開設。
・市民相談及び消費生活相談
　月～金曜日　9:00～12:00　13:00～16:00
・法律相談　月5回（本庁２回　総合支所各1回）
・合同相談　月4回（本庁及び総合支所　各1回）

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市民相談						適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		1

		弁護士法律相談 ベンゴシ ホウリツ ソウダン						適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		1

		消費生活相談 ショウヒ セイカツ ソウダン						適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		1

		合同相談 ゴウドウ ソウダン						適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		適切な
相談体制 テキセツ ソウダン タイセイ		1







		Ｎｏ．		14		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		緊急時の安全確保のための支援 キンキュウジ アンゼン カクホ シエン

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　被害者や同伴家族の安全確保を最優先に考慮し、被害者の意思を尊重した支援を行います。
　緊急避難時においては、関係機関と連携を図り被害者の保護を適切に行えるよう体制の整備に努めます。 ドウハン カゾク アンゼン カクホ サイ ユウセン コウリョ ヒガイシャ イシ ソンチョウ シエン オコナ キンキュウ ヒナン ジ カンケイ キカン レンケイ ハカ ヒガイシャ ホゴ テキセツ オコナ タイセイ セイビ ツト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　ＤＶ被害者から相談を受け、被害者に必要な支援について、関係各課と連携を図り対応した。（緊急一時保護を要する被害者はいなかった。） ヒガイシャ ソウダン ウ ヒガイシャ ヒツヨウ シエン カンケイ カク カ レンケイ ハカ タイオウ キンキュウ イチジ ホゴ ヨウ ヒガイシャ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		緊急避難を要するＤＶ被害者の措置割合 ソチ ワリアイ						100%		100%		100%		1































		Ｎｏ．		15		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		自立に向けた支援の実施 ジリツ ム シエン ジッシ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　被害者の自立に向け、必要に応じ市役所の手続きについてワンストップで行えるよう支援の充実を図ります。 ジリツ ム ヒツヨウ オウ シヤクショ テツヅ オコナ シエン ジュウジツ ハカ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　ＤＶ被害者に対し、傾聴した上で必要な手続きの案内及び関係機関をご案内した。 タイ ケイチョウ ウエ ヒツヨウ テツヅ アンナイ オヨ カンケイ キカン アンナイ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		必要に応じた同行支援の実施 ヒツヨウ オウ ドウコウ シエン ジッシ						100%		100%		100%		1



		Ｎｏ．		16		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		ＤＶ防止関係機関との連携強化

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　被害者支援のため、ＤＶネットワーク会議を開催するなど関係機関との連携を強化します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　ＤＶネットワーク会議では、ＤＶ被害者に関する情報及びＤＶ被害者の適切な支援を図るために必要な情報の交換を行うとともに、その支援の内容に関する協議を行った。
【関係機関】市民相談室、人権推進課、男女共同参画課、市民課、社会福祉課、高齢者福祉課、健康づくり推進課、騎西総合支所市民税務課、北川辺総合支所市民税務課、大利根総合支所市民税務課、加須警察署生活安全課



		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		DVネットワーク会議の実施回数						2回 カイ		2回 カイ		2回 カイ		1



		Ｎｏ．		17		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		ＤＶ相談マニュアルの活用 ソウダン カツヨウ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　被害者に対する適切な支援及び二次被害の防止のため、DV相談マニュアルを整備し、関係各課で共通認識を深め職員の資質の向上を図ります。


				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　現状に合わせてＤＶ相談マニュアルを更新し、DVネットワーク会議等で活用した。 ゲンジョウ ア ソウダン コウシン

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		ＤＶ相談マニュアルの見直し ソウダン ミナオ						更新 コウシン		更新 コウシン		更新 コウシン		1



















		Ｎｏ．		18		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		審議会等委員への女性の登用推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　女性委員の登用を推進するとともに、女性委員が不在の審議会等を解消します。 スイシン

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　女性の社会進出および意見の発信ため、各種審議会での女性委員の登用率向上を目指し、各課宛に、審議会等委員選出の際は、積極的な女性委員を登用するよう依頼した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性委員が在籍する審議会等の割合 ジョセイ イイン ザイセキ シンギカイ トウ ワリアイ						100%		90%		100%		2





		Ｎｏ．		19		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		女性人材リストの充実・活用

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　審議会等委員選任の際、積極的に女性の登用を行えるよう女性人材リストの充実、活用を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　加須市の審議会等における、女性委員の積極的な登用や、各種団体・ボランティア団体等に女性の参画を推進するため、多方面から女性の人材を収集し、必要に応じて情報を提供することができるよう、人材の発掘を行い、加須市女性人材リストを作成した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性人材リストの登録者数						76人 ニン		71人 ニン		80人		2





		Ｎｏ．		20		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		市の関係団体等における女性の参画促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　市民の男女共同参画意識の醸成、とりわけ女性関係団体への参画促進を図るため、啓発・研修の機会を設けます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　「男女共同参画週間記念講演会」「女性リーダー研修会」開催時に併せて啓発した。 ダンジョ キョウドウ サンカク シュウカン キネン コウエンカイ ジョセイ ケンシュウカイ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性関係団体への参画促進のための研修会						2回 カイ		2回 カイ		2回		1















		Ｎｏ．		21		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		女性人材の育成

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　女性の人材を育成する研修会や女性団体交流会等を実施し、女性人材の育成を図ります。 ケンシュウ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　地域社会における人間関係の希薄化や単身世帯の増加等の家族形態の変化などの中で、地域力を高めていくためにも女性の役割は重要で、女性団体の指導的な役割を担う人材の主体的な活動がより必要とされおり、関係者の資質の向上を図るため研修会を開催した。 ヒツヨウ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性リーダー研修会の参加者数						60人 ニン		37人 ニン		70人 ニン		3		年度末（3/27）の開催だったためか、参加者が少なかった。



		Ｎｏ．		22		担当課 タントウカ		政策調整課、秘書課 セイサク チョウセイ カ ヒショ カ				取組名 トリクミ メイ		市民との対話の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　女性を含め広く市民の市政への関心を高めるため、市民との対話を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　女性を含め広く市民の市政への関心を高めるため、市民との対話を推進した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市政についての話し合い、出前市長室、オープン市長室に参加した市民の人数 サンカ シミン ニンズウ						1,280人 ニン		1,300人 ニン		1,400人 ニン		1

		市政についての話し合い、出前市長室、オープン市長室に参加した女性市民の人数 サンカ						350人 ニン		508人 ニン		510人 ニン		1



		Ｎｏ．		23-1		担当課 タントウカ		健康づくり推進課 ケンコウ スイシン カ				取組名 トリクミ メイ		男女のライフ・ステージに応じた健康づくり

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女のライフ・ステージに応じた健康講座、健康診査、健康相談などを充実させるとともに、生涯における健康保持・増進に努めます。 ショウガイ ケンコウ ホジ ゾウシン ツト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・骨密度測定の実施（加須6回686人、騎西1回115人、北川辺1回115人、大利根1回120人　計9回1036人）
・結果説明、個別相談の実施
・若年層への更なる周知及び新規受診者の拡大のために、乳幼児健診などの母子保健事業参加保護者に対しちらし配付を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		骨密度測定受診者のうち20～39歳の割合 コツミツド ソクテイ ジュシンシャ サイ						20%		5.1%		40%		4		若年層（20～39歳）の申込み時期を先行する等の工夫をしたが、目標値の5割に満たなかったため。 ジャクネン ソウ サイ モウシコ ジキ センコウ トウ クフウ モクヒョウチ ワリ ミ











		Ｎｏ．		23-2		担当課 タントウカ		スポーツ振興課 シンコウカ				取組名 トリクミ メイ		男女のライフ・ステージに応じた健康づくり

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女のライフ・ステージに応じた健康講座、健康診査、健康相談などを充実させるとともに、生涯における健康保持・増進に努めます。 ショウガイ ケンコウ ホジ ゾウシン ツト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		市民の健康の保持増進や体力の維持向上を図るため、スポーツ教室を開催した。
・フロアカーリング（H28.12.12～12.26 3回）・ヨガ＆ピラティス（H29.1.12～3.30 10回）
・ヨット＆カヌー（H28.7.3～16 2日）・ストレッチ（H28.11.7～11.28 4回）
・小学生水泳教室（H28.7.27～8.24 8回）・小学生スキー教室（H29.1.5～7 3日）
・クライミング（前期:H28.6.4～8.6 8回、後期:H29.1.7～3.18 9回）

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		各種スポーツ教室の参加者数 カク タネ キョウシツ サンカシャ スウ						800人 ニン		741人 		920人 ニン		2



		Ｎｏ．		24		担当課 タントウカ		健康づくり推進課 ケンコウ スイシン カ				取組名 トリクミ メイ		がん予防対策の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　健康状態に応じて的確に自己管理を行うことができるように、がんを含んだ予防対策を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・40歳以上のがん検診の受診券を一本化した『けんしんパスポート』を対象者に送付
・胃がん検診を集団検診、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん、前立腺がん検診を個別検診又は集団検診にて実施
・子宮頸がん検診でHPV検査を対象年齢のものに実施
・胃がんリスク（ピロリ菌）検診、胃内視鏡検査を個別検診にて実施
 サイ イジョウ ケンシン ジュシン ケン イッポンカ タイショウシャ ソウフ イ ケンシン シュウダン ケンシン ハイ ダイチョウ シキュウ ケイ ニュウ ケンシン コベツ ケンシン マタ シュウダン ケンシン ジッシ シキュウ ケイ ケンシン ケンサ タイショウ ネンレイ ジッシ イ キン ケンシン イ ナイシキョウ ケンサ コベツ ケンシン ジッシ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		肺がん検診受診率 ハイ リツ						50%		17.7%		50%		4		けんしんパスポート、回覧、広報、HP等、様々な機会に受診勧奨を行ったが、目標値の5割に満たなかったため。 カイラン コウホウ トウ サマザマ キカイ ジュシン カンショウ オコナ モクヒョウチ ワリ ミ

		大腸がん検診受診率 ダイチョウ リツ						50%		24.2%		50%		4		けんしんパスポート、回覧、広報、HP等、様々な機会に受診勧奨を行ったが、目標値の5割に満たなかったため。 カイラン コウホウ トウ サマザマ キカイ ジュシン カンショウ オコナ モクヒョウチ ワリ ミ



		Ｎｏ．		25		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の浸透

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女がそれぞれの心身の特徴を十分に理解し合い、主体的に性や妊娠等に関する健康について決定できるように、正しい理解や情報の提供に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画課職員の出前講座において啓発した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する啓発の実施						12回 カイ		12回 カイ		12回 カイ		1
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Ⅱ

		○基本目標Ⅱ　家庭における男女共同参画の推進 キホン モクヒョウ カテイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン



		Ｎｏ．		26		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		家庭における男女共同参画推進の啓発

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女が、家庭における家事、育児、介護等について、相互に協力しながら責任を担うという意識の啓発を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		男女共同参画セミナーを3回開催した。
・親子料理教室「手作りバターとパンケーキ」
・創作落語「ニッポンの夫婦と男女共同参画」
・コンサート「クリスマスコンサート」 リョウリ キョウシツ テヅク ソウサク ラクゴ フウフ ダンジョ キョウドウ サンカク

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		家庭における男女共同参画を推進するための講座の実施						4回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		2



		Ｎｏ．		27-1		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		男性の家庭生活への参画促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男性が家事、育児、介護等に積極的に参画するよう意識の啓発を図り、必要な知識、技術を身につけるための講座の実施や情報提供に努めます。 ハカ ヒツヨウ チシキ ギジュツ ミ コウザ ジッシ ジョウホウ テイキョウ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		男女共同参画情報紙「ぱれっと」、出前講座により周知を図った。 ダンジョ キョウドウ サンカク デマエ コウザ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		家庭生活における男性の参画を推進するための広報への記事の掲載 セイカツ ダンセイ						5回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		2



		Ｎｏ．		27-2		担当課 タントウカ		健康づくり推進課 ケンコウ スイシンカ				取組名 トリクミ メイ		男性の家庭生活への参画促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男性が家事、育児、介護等に積極的に参画するよう意識の啓発を図り、必要な知識、技術を身につけるための講座の実施や情報提供に努めます。 ハカ ヒツヨウ チシキ ギジュツ ミ コウザ ジッシ ジョウホウ テイキョウ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　平成28年度のパパママ学級は、実践編12回、知識編4回の計16回実施をした。実践編は沐浴実習、パパの妊婦体験及び子どもの世話の仕方を、知識編は座談会及び栄養と市のサービスについての講話を行った。 ヘイセイ ネンド ジッセン ヘン カイ チシキ ヘン カイ ケイ カイ ジッシ ジッセン ヘン オヨ チシキ ヘン オヨ シ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		夫婦でのパパママ学級延べ参加（組）数 フウフ クミ						120組 クミ		117組 クミ		120組		2











		Ｎｏ．		28-1		担当課 タントウカ		保育幼稚園課				取組名 トリクミ メイ		多様な保育サービスの充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　通常保育をはじめ、低年齢児保育、延長保育、一時保育、夜間保育、休日保育等、就労形態の多様化に対応した保育サービスの充実を図るとともに、幼保一体化への対応や施設の充実にも努めます。 タイオウ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　整備計画や保護者ニーズを勘案した上で、民間保育所の施設整備を支援をした。 セイビ ケイカク ホゴシャ カンアン ウエ ミンカン ホイク ジョ シセツ セイビ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		民間保育所等定員数 トウ						1,300人 ニン		1,531人 ニン		1,531人		1



		Ｎｏ．		28-2		担当課 タントウカ		子育て支援課				取組名 トリクミ メイ		多様な保育サービスの充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　通常保育をはじめ、低年齢児保育、延長保育、一時保育、夜間保育、休日保育等、就労形態の多様化に対応した保育サービスの充実を図るとともに、幼保一体化への対応や施設の充実にも努めます。 タイオウ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　引き続き市内全小学校区で放課後児童健全育成事業を実施し、就労等により家庭保育のできない保護者の支援を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		放課後児童健全育成室の実施数 ジドウ ケンゼン シツ						公 16
民 16 コウ ミン		公 17
民 16		公　17
民　16		1



		Ｎｏ．		28-3		担当課 タントウカ		こども政策課 セイサク カ				取組名 トリクミ メイ		多様な保育サービスの充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　通常保育をはじめ、低年齢児保育、延長保育、一時保育、夜間保育、休日保育等、就労形態の多様化に対応した保育サービスの充実を図るとともに、幼保一体化への対応や施設の充実にも努めます。 タイオウ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　女性の仕事と家庭の両立を支援し安心して働くことができる環境づくりを目的に、育児の支援を受けたい方と育児の援助に協力できる方とで組織し、有償の相互援助活動を行います。より多くの方に利用していただけるよう特に協力会員の募集を集中的に行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ミニ交流会】①6/9加須地域　②8/24騎西地域　③10/13加須地域　④12/1北川辺地域　⑤2/16大利根地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【全体交流会】2/1キャッスルきさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【会員養成講習会】①9/28～9/29大利根地域　②2/23～2/24加須地域

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		ファミリーサポートセンター事業の利用件数 ジギョウ リヨウ						8,010件 ０１０ケン		7,547件 ケン		8,060件		2











		Ｎｏ．		29-1		担当課 タントウカ		子育て支援課 コソダ シエン カ				取組名 トリクミ メイ		子育て家庭への経済的支援の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　少子化の大きな要因である子育ての経済的負担に対して、支援制度の周知及び適正な充実を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　引き続き適正な医療費の支給を行い、子育て世帯の経済的負担を軽減した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		医療費助成制度の充実						中3まで チュウ		中3まで チュウ		中3まで		1



		Ｎｏ．		29-2		担当課 タントウカ		子育て支援課 コソダ シエン カ				取組名 トリクミ メイ		子育て家庭への経済的支援の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　少子化の大きな要因である子育ての経済的負担に対して、支援制度の周知及び適正な充実を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　引き続き子育て児童手当制度の周知に努め、子育て世帯に対し適正な給付を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		児童手当制度等の周知及び適正な実施 トウ シュウチ オヨ テキセイ ジッシ						中3まで チュウ		中3まで チュウ		中3まで		1



		Ｎｏ．		30-1		担当課 タントウカ		こども政策課 セイサク カ				取組名 トリクミ メイ		要支援児童・家庭へのきめ細かな対応

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　安心して子育てができる環境をつくるため、児童虐待の防止に努めるとともに、ひとり親家庭等の自立支援の推進を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・家庭における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所担当との連携による家庭訪問等の実施
・加須保健センターでの乳幼児検診時の立会い
・不登校児への家庭訪問
・市への虐待通告に対しての家庭訪問
・熊谷児童相談所職員との家庭訪問・実務者会議（月1回）に出席し関係各機関との連携


		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		要保護児童等生活安定件数						15件 ケン		13件 ケン		15件		2













		Ｎｏ．		30-2		担当課 タントウカ		子育て支援課 コソダ シエン カ				取組名 トリクミ メイ		要支援児童・家庭へのきめ細かな対応

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　安心して子育てができる環境をつくるため、児童虐待の防止に努めるとともに、ひとり親家庭等の自立支援の推進を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　引き続き子育て児童扶養手当制度の周知に努め、ひとり親世帯等に対し適正な給付を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		児童扶養手当支給率 ジドウ フヨウ テアテ シキュウリツ						98%		99%		98%		1

		Ｎｏ．		31		担当課 タントウカ		健康づくり推進課				取組名 トリクミ メイ		親と子の健康づくりの推進 オヤ スイシン

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　子どもの健やかな成長を促進するため、乳幼児健診や予防接種を実施するとともに、親の育児不安の軽減と乳幼児の健全な発達支援を促すため、育児健康相談や幼児発達支援を実施するなど、親と子の健康づくりを推進します。 コ スコ セイチョウ ソクシン ニュウヨウジ ケンシン ヨボウ セッシュ ジッシ オヤ イクジ フアン ケイゲン ニュウヨウジ ケンゼン ハッタツ シエン ウナガ イクジ ケンコウ ソウダン ヨウジ ハッタツ シエン ジッシ オヤ コ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・乳児の発育・発達、疾病の早期発見を行った。
・受診された保護者全員に対し、保健師等による相談をおこなう育児支援をし、継続した支援が必要な方には乳幼児健康相談や親子・育児教室などの紹介、地区担当保健師による面接や訪問を実施した。
・未受診児については、文書・訪問・電話等で健康状態、育児状況の把握に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		妊婦健診の受診率 ニンプ						100%		97.2%		100%		2

		3～4か月の健診受診率						100%		96.6%		100%		2



		Ｎｏ．		32		担当課 タントウカ		医療体制推進課 イリョウ タイセイ スイシンカ				取組名 トリクミ メイ		保健医療の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　子どもの健やかな成長のため、地域のかかりつけ小児科医を持つよう奨励するとともに、休日、夜間の救急医療体制の充実に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　4月～10月の祝日と、インフルエンザやウイルス性胃腸炎の流行が心配される冬季期間（11月～翌年3月）の日曜、祝日に市内の小児科専門医が当番制で診療にあたった。（1月1日を除く。診療時間9時～正午）

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		休日小児科診療実施率 リツ						100%		100%		100%		1











		Ｎｏ．		33-1		担当課 タントウカ		高齢者福祉課 コウレイシャ フクシカ				取組名 トリクミ メイ		高齢者の生きがい対策の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　高齢者の生きがいを高めるため、高齢者の特性を生かしたボランティアや就業機会を充実させるとともに、学習機会の提供を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		新規にサロンを15か所開設した。 シンキ ショ カイセツ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		ふれあいサロンの数						93箇所 カショ		103箇所 カショ		113箇所 カショ		1



		Ｎｏ．		33-2		担当課 タントウカ		生涯学習課 ショウガイガクシュウカ				取組名 トリクミ メイ		高齢者の生きがい対策の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　高齢者の生きがいを高めるため、高齢者の特性を生かしたボランティアや就業機会を充実させるとともに、学習機会の提供を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　各公民館にて、地域の高齢者を対象に各種講座（教養講座、防災・防犯等講座、健康づくり講座、人権講座等）を開催。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		公民館高齢者学級の延べ参加者数 ノ						3,300人 ニン		2,973人 ニン		3,350人		2



		Ｎｏ．		34-1		担当課 タントウカ		障がい者福祉課				取組名 トリクミ メイ		障がいのある人の社会参画の促進 ヒト

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　障がいのある人の社会参画を支援するため、各種制度の充実を図ります。 ヒト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　障がい種別にかかわらず、障がいのある人が必要とするサービスを利用できるよう、個々の障がいの程度や社会活動、介護者の状況等、勘案すべき事項を踏まえ、個別に支給決定を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		障害福祉サービス利用者数						470人 ニン		693人 ニン		620人		1











		Ｎｏ．		34-2		担当課 タントウカ		障がい者福祉課				取組名 トリクミ メイ		障がいのある人の社会参画の促進 ヒト

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　障がいのある人の社会参画を支援するため、各種制度の充実を図ります。 ヒト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　障がい者（児）等からの申請に基づき、支給対象であるか、その要否を決定し、障がい者等（利用者）は、この決定に基づき、市と委託契約を締結している事業所を選択しサービス（外出のための移動支援）の提供を受けた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		移動支援事業利用者数						82人 ニン		104人 ニン		102人		1



		Ｎｏ．		34-3		担当課 タントウカ		障がい者福祉課				取組名 トリクミ メイ		障がいのある人の社会参画の促進 ヒト

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　障がいのある人の社会参画を支援するため、各種制度の充実を図ります。 ヒト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　加須市、羽生市、行田市との共同設置による北埼玉障がい者就労支援センター（社会福祉法人 共愛会）に委託し、障がい者の一般就労の拡大を図るとともに、障がい者の就労と生活を総合的に支援した。
　また、施設での訓練が終了し、就職等により自立した者に就職支度金を支給し、社会復帰の促進を図った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		北埼玉地区障がい者就労支援センターの就職率 シュウショク リツ						32%		26.7%		36%		2



		Ｎｏ．		35		担当課 タントウカ		高齢者福祉課 コウレイシャ フクシカ				取組名 トリクミ メイ		在宅介護をする家族への支援 ザイタク カイゴ カゾク シエン

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　介護する家族の負担軽減や介護を必要とする市民の生活を支援するため、各種支援サービスの提供に努めます。 セイカツ シエン テイキョウ ツト

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　介護サービスを必要とする人が必要な時に利用できるよう円滑な事務執行を行った。
第6期介護保険事業計画に基づき、負担と給付のバランスを考慮しながら必要なサービスを確保した。 モト

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		居宅・地域密着型サービス利用者数 チイキ ミッチャクガタ リヨウ						2,464人 ４６４ニン		3,016人 ０１６ニン		3,195人		1











		Ｎｏ．		36		担当課 タントウカ		障がい者福祉課				取組名 トリクミ メイ		障がいのある人を介護する家族を支えるサービスの充実 カゾク ササ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　障がいのある人がいる家庭に対して、介護する家族の負担軽減のため、各種サービスの充実を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　障がい者（児）の日常生活の支援及び介護者の負担軽減を図ることを目的に、障がい者（児）及びその家族の介護依頼に対してサービスを提供する民間サービス団体の運営に要する経費を補助した。なお、障がい者利用者負担額は1時間当り500円（障がい児の利用者負担額は生計中心者の所得税額により、0円～500円）である。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		障がい（児）者生活サポート事業利用者数						271人 ニン		386人 ニン		321人		1













   □　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手

　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手

　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手

　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手




Ⅲ

		○基本目標Ⅲ　地域における男女共同参画の推進 キホン モクヒョウ



		Ｎｏ．		37		担当課 タントウカ		市民協働推進課 キョウドウ スイシン				取組名 トリクミ メイ		地域活動における男女共同参画の情報提供 ジョウホウ テイキョウ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　地域活動やグループ、サークル活動において、男女で協力し合うなど、地域活動を男女共同参画の視点で進めるよう情報提供に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　地域活動している団体の活動報告や事業予定等の情報提供を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市民活動ステーションだよりの発行回数 ハッコウ カイスウ						12回 カイ		12回 カイ		12回 カイ		1



		Ｎｏ．		38		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		地域での慣行の見直しを図るための啓発

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　地域での性別による役割分担や慣行の見直しを図るため、積極的な啓発活動に努めます。　

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画課職員の出前講座により、市民に直接説明することにより、男女共同参画社会の理解を促した。
　主に、子育て支援課等との連携により、子育て中の保護者などに対し、男女共同参画に関する社会情勢や現状・方向性等の説明を行った。 コソダ シエン カ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女共同参画出前講座の実施回数						17回 カイ		13回 カイ		18回		2



		Ｎｏ．		39		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		男性の地域活動への参画促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女がともに地域活動に参画し、住民同士で活力ある地域づくりを行うため、男性の地域活動への積極的な参画に向けた啓発活動を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女共同参画セミナーやフォーラムに併せて実施した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男性の地域活動参画促進に向けた講座等の実施回数						5回 カイ		4回 カイ		5回		2











		Ｎｏ．		40		担当課 タントウカ		市民協働推進課 シミン キョウドウ スイシンカ				取組名 トリクミ メイ		地域活動への男女共同参画のための環境整備 ダンジョ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女がともに地域活動に参加及び参画できるよう、自治協力団体やPTA活動への男女共同参画を推進するなど、地域での共同参画への環境整備に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　自治協力団体連合会と市で作成した、自治協力団体の運営マニュアル及び加入促進マニュアルを活用し、活動参加の促進を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		自治協力団体の代表者の女性の人数 キョウリョク ダンタイ ダイヒョウシャ						10人 ニン		1人 ヒト		10人 ニン		4		自治会長については、世帯主が選出される場合が多いため。 ジチ カイチョウ セタイヌシ センシュツ バアイ オオ



		Ｎｏ．		41-1		担当課 タントウカ		市民協働推進課 シミン キョウドウ スイシンカ				取組名 トリクミ メイ		女性団体・市民活動団体の活動支援 ダンタイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　女性の社会参加を推進するために、女性団体・市民活動団体の育成や支援を行うとともに、活動拠点である女性センター・青年センターの充実を図ります。 ダンタイ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　市民活動団体の活動をサポートし、より多くの市民がまちづくりに関心をもち、参加するきっかけとなることを目的に、地域市民活動支援補助金交付要綱に基づき、団体の立ち上げ、ステップアップなどの成長に合わせた補助金交付を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		NPO法人認証登録数						33法人 ホウジン		33法人 ホウジン		38団体		1

		地域市民活動団体登録数						68団体 ダンタイ		73法人 ホウジン		78団体		1



		Ｎｏ．		41-2		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		女性団体・市民活動団体の活動支援 ダンタイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　女性の社会参加を推進するために、女性団体・市民活動団体の育成や支援を行うとともに、活動拠点である女性センター・青年センターの充実を図ります。 ダンタイ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		【談話室】
　女性・青年団体およびボランティア団体に無料で女性・青年センター談話室を利用提供。
　利用時間9時～22時。
【託児室】
　未就学児およびその保護者に利用いただいている。利用時間9時～17時。 セイネン セイネン

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性センター（談話室＋託児室）の年間利用者数						5,000人 ニン		5,642人 ニン		5,000人		1









		Ｎｏ．		42		担当課 タントウカ		市民協働推進課 シミン キョウドウ スイシンカ				取組名 トリクミ メイ		団体のネットワークづくりへの支援

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　団体が連携することにより、さらに活動が活発化し充実するようネットワークづくりを支援します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　地域市民活動団体への人材育成・活動支援を行っている。また、市民活動ステーションと連携しながら、市民活動相談やネットワークコーナーの充実を図り、市民活動への参加支援を行った。　

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市民活動団体活動発表・交流会参加団体数 カツドウ ハッピョウ コウリュウカイ サンカ ダンタイ スウ						25団体 ダンタイ		35団体 ダンタイ		30団体 ダンタイ		1

		市民活動ステーション登録団体数						124団体 ダンタイ		130団体 ダンタイ		134団体 ダンタイ		1





		Ｎｏ．		43		担当課 タントウカ		市民協働推進課 シミン キョウドウ スイシンカ				取組名 トリクミ メイ		女性団体・市民活動団体と市との協働の推進 ダンタイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　行政と市民との協働のまちづくりを推進するため、男女共同による市民活動団体の事業支援や事業委託等を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　地域市民活動団体が主催する事業に対し、行政が事業支援を行った。 オコナ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市と市民活動団体による協働事業数						18事業 ジギョウ		21事業 ジギョウ		23事業		1

		市民活動団体への事業委託数 イタク						5事業 ジギョウ		6事業 ジギョウ		7事業		1































		Ｎｏ．		44		担当課 タントウカ		危機管理防災課 キキ カンリ ボウサイ カ				取組名 トリクミ メイ		防災分野における女性の参画拡大

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女のニーズの違いや性差を施策に反映するため、防災に関する政策・方針決定過程への女性の参画を拡大し、男女共同参画の視点に立った防災体制の確立に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　加須市防災会議を開催し、加須市地域防災計画の修正等について、女性委員の意見を取り入れ、重要事項を審議した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		加須市防災会議の女性委員の割合						8%		7.4%		10%		2





		Ｎｏ．		45-1		担当課 タントウカ		危機管理防災課 キキ カンリ ボウサイ カ				取組名 トリクミ メイ		防災組織等における女性の参画の促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  地域における防災活動等の男女共同参画を促進し、女性の意見が適正に反映されるよう努めるとともに、女性リーダーの育成を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　全自治協力団体の代表者へ4月の自治連協議会及び各地域の自治連総会時に自主防災組織に対する補助金交付要綱の見直し概要の説明と併せて設立についても依頼した。（H28.4及び28.5）
　設置済み自主防災組織による自主防災訓練への支援及び広報による市民への周知をした。（28年度：28の訓練）

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		自主防災組織の組織率						75%		75.6%		88%		1





		Ｎｏ．		45-2		担当課 タントウカ		加須消防署 カゾ ショウボウショ				取組名 トリクミ メイ		防災組織等における女性の参画の促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  地域における防災活動等の男女共同参画を促進し、女性の意見が適正に反映されるよう努めるとともに、女性リーダーの育成を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　騎西地域と北川辺地域はクラブが未設置であるため、設立に向けて区長会等で説明会を実施し協力依頼した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		婦人防火クラブの組織率 フジン ボウカ						100%		50%		100%		4		結果的に設立できなかった。
本年度は、休会中のクラブに設立に向けた勧誘を行う予定 ケッカテキ セツリツ ホンネンド キュウカイチュウ セツリツ ム カンユウ オコナ ヨテイ











		Ｎｏ．		46		担当課 タントウカ		危機管理防災課 キキ カンリ ボウサイ カ				取組名 トリクミ メイ		女性の視点を取り入れた防災対策の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　災害時における避難所の運営や備品の確保など、女性の視点を取り入れた防災対策を推進し、男女双方の視点に立った防災対策の重要性について周知・啓発をはかります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・毎年度編成している市職員による災害地区支援班において、各避難所にできる限り女性職員を最低2名程度配置した。（23避難所中21避難所に配置。）
・防災訓練実施に係る説明会等で女性を含め多くの市民の参加を呼びかけた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		災害地区支援班の女性の配置						32%		31.5%		37.5%		2

		防災訓練への女性の参加割合						49%		37%		50%		2



		Ｎｏ．		47		担当課 タントウカ		交通防犯課 コウツウ ボウハン カ				取組名 トリクミ メイ		防犯分野における女性の参画拡大

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  男女のニーズの違いや性差を施策に反映するため、防犯に関する政策・方針決定過程への女性の参画を拡大し、男女共同参画の視点に立った防犯体制の確立に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女のニーズの違いや性差を施策に反映するため、加須市みんなでつくる防犯のまちづくり推進協議会委員に女性委員を積極的に登用し、男女共同参画の視点に立った防犯体制の確立に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		加須市みんなでつくる防犯のまちづくり推進協議会の女性委員の割合						17%		16%		20%		2



		Ｎｏ．		48		担当課 タントウカ		交通防犯課 コウツウ ボウハン カ				取組名 トリクミ メイ		防犯組織等における女性の参画の促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  地域における防犯活動等の男女共同参画を促進し、女性の意見が適正に反映されるよう努めるとともに、女性リーダーの育成を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　新たに、自主防犯組織の設立について検討している自治協力団体に対して、随時アドバイス等を行い、組織の増加に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		自主防犯組織の組織率						72%		70.4%		82%		2

		女性が参加する自主防犯組織の組織率						58%		57.9%		60%		2







		Ｎｏ．		49		担当課 タントウカ		交通防犯課 コウツウ ボウハン カ				取組名 トリクミ メイ		交通安全分野における女性の参画拡大

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  男女のさまざまな世代のニーズの違いや性差を施策に反映するため、交通安全に関する政策・方針決定過程への女性の参画を拡大し、男女共同参画の視点に立った交通安全対策の確立に努めます。 セイサ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　男女のさまざまな世代のニーズの違いや性差を施策に反映するため、加須市交通安全対策協議会委員に女性委員を積極的に登用し、男女共同参画の視点に立った交通安全対策の確立に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		加須市交通安全対策協議会の女性委員の割合						14%		13.3%		20%		2



		Ｎｏ．		50		担当課 タントウカ		交通防犯課 コウツウ ボウハン カ				取組名 トリクミ メイ		交通安全活動団体等における女性の参画の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  地域における交通安全活動団体等の男女共同参画を推進し、女性の意見が適正に反映されるよう努めるとともに、女性リーダーの育成を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　平成28年4月1日に委嘱式を開催し、定数70名のうち、56名（うち女性11名）を委嘱した。また、年度途中で1名退職したが、新たに1名の女性交通指導員を追加委嘱している。（平成28年度末現在：56名中12名が女性）

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		交通指導員の充足率						87%		80%		100%		2

		女性交通指導員の割合						27%		21.4%		50%		2



		Ｎｏ．		51-1		担当課 タントウカ		環境政策課				取組名 トリクミ メイ		環境分野における男女共同参画の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  環境の保全と創造に関する女性の知識や経験が広く生かされるよう、環境の分野における男女共同参画を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		加須市環境審議会委員として、女性委員3人を登用（委員数14人）
任期　2年
自：平成26年8月8日
至：平成28年8月7日 ニン トウヨウ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		加須市環境審議会の女性委員の割合						20%		21%		30%		1







		Ｎｏ．		51-2		担当課 タントウカ		資源リサイクル課 シゲン カ				取組名 トリクミ メイ		環境分野における男女共同参画の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  環境の保全と創造に関する女性の知識や経験が広く生かされるよう、環境の分野における男女共同参画を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　廃棄物減量等推進審議会の女性委員7名のうち6名が出席し、有効な意見をいただいた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		加須市廃棄物減量等推進審議会の女性委員の割合						35%		35%		35%		1













　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手

　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手




Ⅳ

		○基本目標Ⅳ　働く場における男女共同参画の推進 キホン モクヒョウ ハタラ バ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン



		Ｎｏ．		52		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウ コヨウ カ				取組名 トリクミ メイ		男女の均等な待遇確保

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　事業所に対して、関係法令の趣旨、内容の周知を図るとともに、男女格差の解消や女性が働きやすい職場環境の整備について啓発活動を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　HP及びリーフレットを活用し、啓発に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女雇用機会均等法、労働基準法等の関係法令の周知・啓発						2回 カイ		2回 カイ		2回 カイ		2



		Ｎｏ．		53		担当課 タントウカ		職員課 ショクイン カ				取組名 トリクミ メイ		市職員管理職への女性の登用の推進 シ ショクイン カンリ ショク ジョセイ トウヨウ スイシン

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		  市政運営における男女共同参画を推進するため、市の女性職員の管理職への登用を推進し、女性の活躍推進に取り組みます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づき、平成29年3月に第２次加須市特定事業主行動計画を改訂した。
・昇任試験を実施した。 ジョセイ ショクギョウ セイカツ カツヤク スイシン カン ホウリツ モト ヘイセイ ネン ガツ ダイ ニジ カゾシ トクテイ ジギョウヌシ コウドウ ケイカク カイテイ ショウニン シケン ジッシ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性管理職の割合						20%		20.7%		20%		1





		Ｎｏ．		54		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン				取組名 トリクミ メイ		ハラスメントの防止

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　就業環境を悪化させるハラスメントの防止に関する取組を進め、女性が働きやすい環境の整備を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		フォーラムにおいて、男女共同参画推進事業所表彰を行い、表彰事業所紹介の中でハラスメント防止に触れた。　
平成29年4月1日発行の情報紙「ぱれっと」により啓発した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		ハラスメントの防止に関する啓発						2回 カイ		2回 カイ		2回 カイ		1







		Ｎｏ．		55		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウ コヨウ カ				取組名 トリクミ メイ		パートタイマー等で働く者の就業環境の整備

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　パートタイマーなど多様な就労形態で働く労働者の就業環境の充実を図るため、関係法令等の内容の周知を行います。 ジュウジツ ハカ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　HP及びリーフレットを活用し、啓発に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		パートタイム労働法、労働者派遣法等関係法令の周知						2回 カイ		2回 カイ		2回 カイ		1



		Ｎｏ．		56		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウ コヨウ カ				取組名 トリクミ メイ		求人情報、相談の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　ちらし、HP、メール等を活用した求人情報及びふるさとハローワーク設置による職業相談の充実を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　公共施設へのちらし配置、HPを活用した求人情報の提供や就職支援セミナーの開催及びふるさとハローワークの活用による支援を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		ふるさとハローワーク年間利用者数						16,000人 ニン		12,654人 ニン		16,000人		2

		女性のふるさとハローワーク年間利用者数						8,000人 ニン		6,327人 ニン		8,000人		2



		Ｎｏ．		57		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウ コヨウ カ				取組名 トリクミ メイ		育児・介護休業制度の普及促進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女が仕事と家庭を両立することができるよう、育児・介護休業制度の普及を促進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　HP及びリーフレットを活用し、啓発に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		事業所に対する育児・介護休業制度の周知回数 セイド						2回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3		主に国や県で作成したリーフレット等を掲示し周知を行ったが、目標に達しなかった。









		Ｎｏ．		58		担当課 タントウカ		産業雇用課、人権・男女共同参画課 サンギョウ コヨウ カ ジンケン				取組名 トリクミ メイ		男性の育児・介護休業の取得の啓発

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　仕事と家庭の両立を支援するため、現在取得率が非常に低い男性の育児･介護休業の取得について啓発を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		【産業雇用課】
　HP及びリーフレットを活用し、啓発に努めた。

【男女共同参画課】
平成28年9月1日発行の情報紙「ぱれっと」により啓発した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		情報紙等による男性の育児・介護休業制度活用の啓発回数						2回 カイ		2回 カイ		2回 カイ		2



		Ｎｏ．		59		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウコヨウカ				取組名 トリクミ メイ		事業所に対する両立支援の啓発

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　育児や介護を行う労働者に対する労働時間の短縮やフレックスタイムの導入、育児や介護を理由に退職した労働者の雇用の場への円滑な復帰など、仕事と家庭の両立支援について事業所に対しての啓発活動を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　HP及びリーフレットを活用し、啓発に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		勤務時間短縮等実施の啓発						2回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3		主に国や県で作成したリーフレット等を掲示し周知を行ったが、目標に達しなかった。



		Ｎｏ．		60		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウコヨウカ				取組名 トリクミ メイ		事業所における不利益な慣行の是正を図るための啓発

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　出産、介護、夫の昇進等にともなう職場からの退職など、不利益な慣習、慣行の見直しと意識改革を図るための啓発活動を行います。 ショクバ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　HP及びリーフレットを活用し、啓発に努めた。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		事業所における不利益な慣行の是正の啓発						2回 カイ		1回 カイ		2回		3		主に国や県で作成したリーフレット等を掲示し周知を行ったが、目標に達しなかった。













		Ｎｏ．		61		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン ダンジョ キョウドウ サンカク カ				取組名 トリクミ メイ		ワーク・ライフ・バランスの推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　安心して子育て・介護と仕事が両立できる環境づくりを推進し、市内の男女共同参画推進事業所を表彰し、市民や他の事業所の「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」について意識啓発を図ります。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		ワーク・ライフ・バランスの周知について、市内3,550社にチラシを配布した。 シュウチ シナイ シャ ハイフ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		男女共同参画推進事業所表彰の表彰事業所数						4事業所 ジギョウショ		2事業所 ジギョウショ		4事業所 ジギョウショ		3		広報紙、ホームページ、市内企業にチラシ配布等で募集したが、2事業所の応募であった。



		Ｎｏ．		62		担当課 タントウカ		産業雇用課 サンギョウコヨウカ				取組名 トリクミ メイ		キャリアアップ支援

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　起業やキャリアアップを望む女性を支援するため、起業家育成資金のあっせんや資格取得のためのセミナーなど学習機会の充実や情報提供に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　国、県との共催及び実践型地域雇用創造事業によりセミナー等を開催

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		就業支援各種セミナー年間参加者数 シュウギョウ シエン カクシュ ネンカン サンカシャ スウ						630人 ニン		1,323人 ニン		1,300人 ニン		1



		Ｎｏ．		63-1		担当課 タントウカ		産業雇用課				取組名 トリクミ メイ		多様な働き方に対する支援

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　子育てや介護等で職場を離れた女性の再就職に向けた就業支援を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		女性向け就業支援セミナーの開催
・平成28年12月

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		再就職セミナー等の実施						2回		1回 カイ		2回 カイ		3		女性のみではなく、広く対象者を募るセミナーを開催しているため実績値が低い ジョセイ ヒロ タイショウシャ ツノ カイサイ ジッセキ チ ヒク











		Ｎｏ．		63-2		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課、産業雇用課 ジンケン ダンジョ キョウドウ サンカク カ				取組名 トリクミ メイ		多様な働き方に対する支援

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　子育てや介護等で職場を離れた女性の再就職に向けた就業支援を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		女性向け就業支援セミナーの開催
・平成28年10月、12月、平成29年2月 ツキ ヘイセイ ネン ツキ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性のための就業支援セミナー等の実施 ジョセイ シュウギョウ シエン						3回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1



		Ｎｏ．		63-3		担当課 タントウカ		人権・男女共同参画課 ジンケン ダンジョキョウドウサンカクカ				取組名 トリクミ メイ		多様な働き方に対する支援

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　子育てや介護等で職場を離れた女性の再就職に向けた就業支援を行います。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　結婚や子育てを機に退職したが、また働きたいと希望する女性やキャリアアップをめざす女性、仕事と家庭の両立等で悩んでいる女性に専門の女性カウンセラーの配置により情報の提供やキャリアアップへのサポートを電話や面接を行い相談員が適切なアドバイスを行うことで、女性の就業支援を促進することを目的として実施。
毎週土曜日9時～12時電話相談、13時～16時面接相談。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		女性チャレンジ支援相談で悩み事が解消した割合 ジョセイ シエン ソウダン ナヤ ゴト カイショウ ワリアイ						40%		32%		40%		2



		Ｎｏ．		64-1		担当課 タントウカ		農業振興課 ノウギョウ シンコウカ				取組名 トリクミ メイ		農業における男女共同参画の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　農業に従事する女性の正当な評価が得られ、また方針決定過程や経営への参画が進むよう啓発活動に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　埼玉県では、「さいたま農村女性アドバイザー」の認定を隔年で実施。
　加須農林振興センターと連携し、候補者を探した。
　平成27年度は、加須市民２人が新規で認定。 ヘイセイ ネンド カゾシミン リ シンキ ニンテイ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		さいたま農村女性アドバイザーの認定数						20人 ニン		17人 ニン		20人		2









		Ｎｏ．		64-2		担当課 タントウカ		農業振興課 ノウギョウ シンコウカ				取組名 トリクミ メイ		農業における男女共同参画の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　農業に従事する女性の正当な評価が得られ、また方針決定過程や経営への参画が進むよう啓発活動に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　加須農林振興センターと連携し、農家の家族経営協定締結を支援した。
　平成28年度は、加須市内で2件の新規締結

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		家族経営協定締結数						100件 ケン		98件 ケン		101件 ケン		2



		Ｎｏ．		65		担当課 タントウカ		商業観光課 ショウギョウ カンコウカ				取組名 トリクミ メイ		自営の商工業等における男女共同参画の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　商工会を通して自営の商工業等に従事する女性の正当な評価が得られるよう啓発活動を実施するとともに、商工会が開催する創業支援や企業経営への参画を進める取組の促進に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		・創業支援にかかる各種セミナー等の開催
・経営能力向上のための研修会等の実施

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		研修会、講習会、相談事業等女性参加者率 ジョセイ リツ						30%		30.6%		50%		1











　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手

　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手


　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手




Ⅴ

		○基本目標Ⅴ　教育の場における男女共同参画の推進 キホン モクヒョウ



		Ｎｏ．		66		担当課 タントウカ		学校教育課 ガッコウ キョウイク カ				取組名 トリクミ メイ		男女平等観に基づく個性を生かす教育の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　授業はもちろん部活動や生徒会活動など、あらゆる機会を通して、積極的に男女平等教育を推進するとともに、いのちと性に対する正しい理解や尊重に向けての適切な性教育の充実に努めます。 ブ

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　市内2園・8校を学校人権教育指導員及び指導主事が訪問し、研究授業や実践報告をとおして、各園・各校の学校人権教育の推進に関する指導を行った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市立各幼稚園、小・中学校における男女平等教育の実施率 シリツ カク ヨウチエン ダンジョ ビョウドウ ジッシ リツ						100%		100%		100%		1



		Ｎｏ．		67		担当課 タントウカ		学校教育課				取組名 トリクミ メイ		男女平等観に基づく指導方法の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　児童生徒の一人ひとりがその個性を生かし、能力を発揮できるような指導方法の充実に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　市内小・中学校の教員7名が夏季休業中を中心に受講した。研修を通して身に付けた知識やカウンセリングの技法を、学校現場における生徒指導や教育相談に生かした。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市立各小・中学校における教職員の中級カウンセリング研修の修了人数 シリツ						250人 ニン		250人 ニン		310人 ニン		1



		Ｎｏ．		68		担当課 タントウカ		学校教育課				取組名 トリクミ メイ		男女共同参画意識が育つ教育環境づくり

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女平等の観点からの教育体制づくりを行うとともに、さまざまな活動場面において男女を問わず良さが発揮できるような教育環境づくりに努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　各学校における男女平等教育の推進者として、教職員１名を位置付ける。また、各研修会に参加し、研修内容等について各学校の教職員に周知し、男女平等教育の充実を図った。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市立小・中学校における男女平等教育推進者の配置率 シリツ ハイチ リツ						100%		100%		100%		1











		Ｎｏ．		69		担当課 タントウカ		保育幼稚園課、学校教育課 ホイク ヨウチエン カ ガッコウ キョウイク カ				取組名 トリクミ メイ		保育士・教職員研修の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女共同参画社会の実現を目指した保育所、幼稚園、学校教育を推進するため、保育士・教職員研修の充実に努めます。　

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　市内各保育所については、平成28年12月17日に公立保育所職員人権保育研修会（「『リボンゲームから差別体験授業』からの子ども達ひとりひとりをみつめて」内海崎貴子）及び平成29年1月14日に公立・私立保育所職員合同研修会（「『３つほめて１つ伸ばす』実践で大人も子どもも幸せ」柿澤一二美）を実施した。
　市内幼小・中学校教職員に対し平成28年5月13日に人権教育講演会（関西学院大学中村豊教授）を実施した。

								平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		市立各保育所、幼稚園、小・中学校の教職員研修の実施率 リツ カクホイク リツ						100%		100%		100%		1



		Ｎｏ．		70		担当課 タントウカ		生涯学習課 ショウガイガクシュウカ				取組名 トリクミ メイ		生涯にわたる学習機会の充実

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男性も女性も一人ひとりが自分自身の能力を発揮できるようにするため、生涯を通じて、学ぶ機会の充実を図るとともに、学習機会の情報提供に努めます。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　関係課や施設等と調整しながら、社会的関心の高いセミナー、趣味的セミナー、学びセミナーなど、さまざまな分野のセミナーを実施した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		生涯学習セミナー等の延べ受講者数 トウ ノ						5,100人 ニン		5,907人 ニン		5,350人		1



		Ｎｏ．		71		担当課 タントウカ		生涯学習課 ショウガイガクシュウカ				取組名 トリクミ メイ		男女平等に関する生涯学習の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女平等推進関連講座の充実を図るとともに、女性団体等による自主的な男女平等学習を支援します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　各公民館にて、各種講座・事業等（教養講座、趣味の講座、親子の講座、世代間交流事業、人権講座等）を開催。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		公民館講座の延べ受講者数 ノ						10,200人 ニン		9,057人 ニン		10,700人		2











		Ｎｏ．		72		担当課 タントウカ		生涯学習課 ショウガイガクシュウカ				取組名 トリクミ メイ		人権尊重の観点からの男女平等教育の推進

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ		　男女の固定的な役割分担意識の見直しや、男女共同参画社会の形成について、人権尊重の観点から男女平等に関する学習活動を推進します。

				平成28年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ		　集会所学級（小中学生・成人）、集会所交流事業（ふれあいの集い・移動学習会）、子ども映画会、公民館人権教育講座等を実施した。

		指　　　標 ユビ シルベ						平成28年度 ヘイセイ ネン ド				平成33年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が 3,4,5 の場合のみ

		人権教育講座等の延べ参加者数 コウザ ノ						8,450人 ニン		5,606人 ニン		8,700人		3		参加者が減少したため、目標値の66％しか達成できなかった。 サンカシャ ゲンショウ モクヒョウチ











　□　 1　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　□　 5　・・・・・未着手
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一覧

		○「加須市男女共同参画プラン」　平成28年度事業達成度 カゾシ ダンジョ キョウドウ サンカク ヘイセイ ネンド ジギョウ タッセイ ド

		基本目標 キホン モクヒョウ				取組事業数 トリクミ ジギョウ スウ		取組に対する評価数（％） トリクミ タイ ヒョウカ スウ

								1				2				3				4				5

		Ⅰ		社会全体における男女共同参画の推進 シャカイ ゼンタイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		32事業 ジギョウ		22		事業 ジギョウ		6		事業 ジギョウ		1		事業 ジギョウ		3		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ

								68.8%				18.8%				3.1%				9.4%				0.0%

		Ⅱ		家庭における男女共同参画の推進 カテイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		20事業 ジギョウ		11		事業 ジギョウ		9		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ

								55.0%				45.0%				0.0%				0.0%				0.0%

		Ⅲ		地域における男女共同参画の推進 チイキ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		24事業 ジギョウ		11		事業 ジギョウ		11		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ		2		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ

								45.8%				45.8%				0.0%				8.3%				0.0%

		Ⅳ		働く場における男女共同参画の推進 ハタラ バ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		18事業 ジギョウ		6		事業 ジギョウ		7		事業 ジギョウ		5		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ

								33.3%				38.9%				27.8%				0.0%				0.0%

		Ⅴ		教育の場における男女共同参画の推進 キョウイク バ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		7事業 ジギョウ		5		事業 ジギョウ		1		事業 ジギョウ		1		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ

								71.4%				14.3%				14.3%				0.0%				0.0%

		合　　　　　　　　計 ア ケイ				101事業 ジギョウ		55		事業 ジギョウ		34		事業 ジギョウ		7		事業 ジギョウ		5		事業 ジギョウ		0		事業 ジギョウ

								54.5%				33.7%				6.9%				5.0%				0.0%







































　　「男女共同参画基本計画」評価基準

　　□　 1　・・・・・達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　　□　 2　・・・・・概ね順調（平成28年度の目標値の８割程度達成できた）
　　□　 3　・・・・・やや遅れている（平成28年度の目標値の５割程度達成できた）
　　□　 4　・・・・・大幅に遅れている（平成28年度の目標値の５割に満たなかった）
　　□　 5　・・・・・未着手




【R4確定】一覧



		基    本    目    標 モト ホン メ シルベ				取組数
指標数 トリクミ スウ シヒョウ スウ		取 組 に 対 す る 評 価 数 （％） ト クミ タイ ヒョウ アタイ スウ																								基本目標評価 キホン モクヒョウ ヒョウカ		実績値80％以上取組数

% ジッセキチ イジョウ トリクミ スウ

								1・目標を達成 モクヒョウ タッセイ				2・概ね達成 オオム タッセイ				3・やや遅れている オク				4・大幅に遅れている オオハバ オク				5				1・目標を達成
２・概ね達成の
評価数 モクヒョウ タッセイ オオム タッセイ ヒョウカ スウ

		Ⅰ		社会全体における男女共同参画の推進 シャカイ ゼンタイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		２５取組
３4指標 トリクミ シヒョウ		16		取組 トリクミ		3		取組 トリクミ		5		取組 トリクミ		1		取組 トリクミ		0		事業 ジギョウ		16事業 ジギョウ				③やや達成できなかった タッセイ		19取組 トリクミ

								64.0%				12.0%				20.0%				4.0%				0.0%										76.0%

		Ⅱ		家庭における男女共同参画の推進 カテイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		１１取組
１９指標 トリクミ シヒョウ		4		取組 トリクミ		4		取組 トリクミ		2		取組 トリクミ		1		取組 トリクミ		0		事業 ジギョウ		7事業 ジギョウ				③やや達成できなかった タッセイ		8取組 トリクミ

								36.4%				36.4%				18.2%				9.1%				0.0%										72.7%

		Ⅲ		地域における男女共同参画の推進 チイキ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		１6取組
２2指標 トリクミ シヒョウ		9		取組 トリクミ		2		取組 トリクミ		5		取組 トリクミ		0		取組 トリクミ		0		事業 ジギョウ		１１事業 ジギョウ				③やや達成できなかった タッセイ		11取組 トリクミ

								56.3%				12.5%				31.3%				0.0%				0.0%										68.8%

		Ⅳ		働く場における男女共同参画の推進 ハタラ バ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		１４取組
１4指標 トリクミ シヒョウ		9		取組 トリクミ		3		取組 トリクミ		2		取組 トリクミ		0		取組 トリクミ		0		事業 ジギョウ		１３事業 ジギョウ				②概ね達成できた オオム タッセイ		12取組 トリクミ

								64.3%				21.4%				14.3%				0.0%				0.0%										85.7%

		Ⅴ		教育の場における男女共同参画の推進 キョウイク バ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン		9取組
9指標 トリクミ シヒョウ		7		取組 トリクミ		1		取組 トリクミ		1		取組 トリクミ		0		取組 トリクミ		0		事業 ジギョウ		8事業 ジギョウ				②概ね達成できた オオム タッセイ		8取組 トリクミ

								77.8%				11.1%				11.1%				0.0%				0.0%										88.9%

		合　　　　　　　　計 ア ケイ				７5取組
９8指標 トリクミ シヒョウ		45		取組 トリクミ		13		取組 トリクミ		15		取組 トリクミ		2		取組 トリクミ		0		事業 ジギョウ		5５事業 ジギョウ				C成果があった セイカ		58取組 トリクミ

								60.0%				17.3%				20.0%				2.7%				0.0%										77.3%











































様式原本

		○基本目標Ⅰ　社会全体における男女共同参画の推進 キホン モクヒョウ シャカイ ゼンタイ ダンジョ キョウドウ サンカク スイシン



		Ｎｏ．				担当課 タントウカ						取組名 トリクミ メイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ

				平成26年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成26年度 ヘイセイ ネン ド				平成28年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が1または2の場合のみ ヒョウカ バアイ





		Ｎｏ．				担当課 タントウカ						取組名 トリクミ メイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ

				平成26年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成26年度 ヘイセイ ネン ド				平成28年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が1または2の場合のみ ヒョウカ バアイ





		Ｎｏ．				担当課 タントウカ						取組名 トリクミ メイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ

				平成26年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成26年度 ヘイセイ ネン ド				平成28年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が1または2の場合のみ ヒョウカ バアイ













		Ｎｏ．				担当課 タントウカ						取組名 トリクミ メイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ

				平成26年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成26年度 ヘイセイ ネン ド				平成28年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が1または2の場合のみ ヒョウカ バアイ





		Ｎｏ．				担当課 タントウカ						取組名 トリクミ メイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ

				平成26年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成26年度 ヘイセイ ネン ド				平成28年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が1または2の場合のみ ヒョウカ バアイ





		Ｎｏ．				担当課 タントウカ						取組名 トリクミ メイ

		内　容 ウチ カタチ		概要 ガイヨウ

				平成26年度取組 ヘイセイ ネン ド トリクミ

		指　　　標 ユビ シルベ						平成26年度 ヘイセイ ネン ド				平成28年度 ヘイセイ ネン ド		評価 ヒョウカ		評　価　理　由 ヒョウ アタイ リ ヨシ

								目標値 モクヒョウチ		実績 ジッセキ		目標値 モクヒョウチ				※評価が1または2の場合のみ ヒョウカ バアイ













　□　達成　・・・・　達成済み（平成28年度までの目標を達成できた）
　□　 4　・・・・・　平成26年度の目標を達成できた
　□　 3　・・・・・　平成26年度の目標をほぼ達成できた
　　　　　　　　　　 （※ほぼについては、平成26年度目標値の約８割を達成できたものとする）
　□　 2　・・・・・　平成26年度の目標を達成できなかった
　□　 1　・・・・・　未着手
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